
フレデリック・ショパン                                   

ピアノの詩人として知られていますが、17 曲のポーランド語による歌曲を残してい

ます。これらの歌曲は、彼の母国ポーランドの詩人たちの詩をもとにしており、ショ

パンの愛国心や故郷への思いが強く反映されています。以下にショパンの歌曲

を 1 曲ずつ紹介し、その特徴を詳しく説明します。 

 《願い》（Życzenie）Op.74-1                             

ショパンの中でも特に明るく軽快な作品で、恋人との幸せな結婚を願う内容の詩

です。ポーランドの民族舞踊風のリズムが特徴的で、楽しい雰囲気を醸し出してい

ます。シンプルな伴奏と明快な旋律が、親しみやすさを感じさせる曲です。 

 《春》（Wiosna）Op.74-2                               

春の到来を喜び、自然の美しさを讃える内容です。自然の再生を象徴する春が、

ポーランドに対する希望と結びつけられているようにも解釈できます。明るくリズミカ

ルなピアノ伴奏が、歌詞の春の情景を効果的に描写しています。 

 《フランスの古い歌》（Hulanka）Op.74-3                      

陽気で民族的な雰囲気を持っています。詩の内容は、宴会や祭りの場面を描い

ており、ショパンはこれを軽快なリズムと活気あるメロディーで表現しています。リズム

感が強調された伴奏が、曲全体の明るい雰囲気を支えています。 

 《メロディー》（Melodia）Op.74-4                           

メロディアスで哀愁を帯びた旋律が特徴のこの曲は、故郷への愛と失われたもの

への郷愁が表現されています。詩は、心に深い悲しみを持つ人間の感情を歌って

おり、ショパンはその内面的な感情を繊細な旋律で表現しています。 

 《マズルカ》（Mazur）Op.74-5                            

ポーランドの伝統的なマズルカのリズムを基盤にしたこの作品は、民族舞曲的な

性格を持っています。詩の内容は田舎の風景や生活を描いており、ショパンはリズ

ミカルで快活な伴奏を通してその情景を描写しています。ポーランド音楽に対する

ショパンの愛着が表れた作品です。 



 《戦士》（Wojak）Op.74-10                             

兵士の勇ましさと戦場での決意を歌っています。ポーランドの軍歌や行進曲の影

響を受けたようなリズムと力強い旋律が特徴で、ショパンの作品の中では珍しく勇

壮な雰囲気を持っています。 

 《乙女の願い》（Narzeczony）Op.74-6                       

結婚を控えた乙女が将来の夫に対して抱く愛情や不安を歌っています。詩はシン

プルで感情的であり、ショパンの優美な旋律がその感情を豊かに表現していま

す。ピアノ伴奏は控えめで、声の旋律を支える役割を果たしています。 

《リトアニアの歌》（Z gór gdzie dzwigali）Op.74-7                  

ショパンが愛したリトアニアの風景を描いたものです。ポーランドとリトアニアの結び

つきを示すような詩で、自然と故郷への郷愁が織り交ぜられています。曲全体が

抒情的で、ピアノ伴奏が自然の情景を鮮やかに描写しています。 

 《リトアニアの歌》（Śliczny chłopiec）Op.74-8                    

リトアニアの伝承に基づいており、民族舞曲の要素が含まれています。詩は若者

の勇ましさを歌っており、ショパンはその活気をリズミカルで軽快な音楽で表現して

います。 

 《二つの百合》（Dwie struny）Op.74-9                       

この抒情的な作品は、自然と愛のテーマが絡み合っています。ショパンは、詩の

持つ象徴的な美しさを、繊細な旋律と優しいピアノ伴奏で表現しています。内面

的な感情が込められた一曲です。 

 《ぼろぼろの服》（Nie ma czego trzeba）Op.74-11                 

社会的なテーマを扱っています。詩の内容は、貧困と困難な状況に置かれた

人々の悲しみを歌っています。ショパンの作品の中では珍しく、社会的な問題に焦

点を当てており、シンプルな旋律がその切なさを強調しています。 

 《恋人の別れ》（Posel）Op.74-12                          

別れをテーマにしています。恋人との別れの場面が描かれており、哀愁漂う旋律



が心に残る作品です。ピアノ伴奏はシンプルでありながら、感情の高まりを効果的

に表現しています。 

 《いとしい人》（Precz z moich oczu）Op.74-13                   

別れをテーマにした作品で、愛する人との別れの悲しみが歌われています。ショパ

ンは、深い感情を繊細に音楽に落とし込んでおり、特に後半の高揚感が印象的

です。声部とピアノ伴奏の対話が、この作品のドラマティックな性格を引き立ててい

ます。 

 《我が歌》（Moja piosnka）Op.74-14                         

シンプルで静かな曲調の中に、深い感情が込められています。詩は、愛する人へ

の想いを静かに語るもので、ショパンはその内容を抒情的で美しい旋律で表現し

ています。 

 《われわれの旗》（Nasze hasło）Op.74-15                     

愛国心を表現しています。ショパンの他の歌曲と異なり、勇壮で力強い曲調が特

徴です。詩は祖国への忠誠と自由への願いを歌っており、ピアノ伴奏も力強く、全

体的に劇的な雰囲気を持っています。 

《小川のほとり》（Nad wodą wielką i czystą）Op.74-16               

自然の美しさと人間の感情が交錯する詩に基づいています。ピアノ伴奏は、水の

流れを思わせるようなリズミカルな音型を用いており、自然の描写と人間の内面を

巧みに音楽に織り交ぜています。 

 《子守唄》（Wojewoda）Op.74-17                          

優しく穏やかな旋律が特徴で、子守唄のような落ち着いた雰囲気を持っていま

す。詩は、祖国と家族への愛情を歌っており、ショパンはその温かさを音楽で表現

しています。 

ショパンの歌曲は、彼のピアノ作品に比べて知名度が低いものの、深い感情と詩的な

表現が凝縮されています。ポーランドの詩人たちの詩に音楽をつけたこれらの作品は、

ショパンの愛国心や故郷への思いが強く表れており、ピアノ伴奏と声が一体となって感

情を描き出しています。 
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